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長良川の環境改善を求める要請書
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貴職の日頃の河川行政推進のご努力に敬意を表します。

昨年１２月、長良川の中上流域が世界農業遺産に登録されました。県民の宝「清流長良川」

が世界に評価されたことは喜ばしいことでした。しかし、河口堰によって環境悪化した下流域

は登録申請すらされませんでした。この状況を速やかに改善することは、次世代に対し果たさ

なければならない私たちの責務です。貴職が率先して河口堰開門調査の検討をされることを求

めます。

また昨年１１月、木曽川水系連絡導水路事業の「再検証」にかかる関係地方公共団体からな

る検討の場（以下「検討の場」という）（幹事会）が開催されました。これは前会議ならびに

パブリックコメント以来４年ぶりの開催で、今後、「学識経験を有する者、関係住民、関係地

方公共団体の長、関係利水者からの意見聴取」を経て、対応方針(案)の決定をするとされてい

ます。

本事業計画については、長良川の環境悪化を心配する市民の声が高まり、国はあれこれ修正

を加え説明しようとしましたが、納得できるものではなく回答不能のまま中断し、2009 年秋に

は「凍結」となっています。そして 2010 年秋からは他のダム等の８４事業の一つとして「再

検証」の対象となっています。

私たちは、今回の４年ぶりの「検討の場」の再開に大きな不安を覚えます。それは、岐阜県

が検討の場において県民の「長良川の環境悪化の不安」を置き去りに事業の継続・推進を促す

発言を繰り返しているからです。徳山ダムの水を長良川に放流することは、世界農業遺産に登

録された「清流長良川の鮎」に大きなダメージを与えることにとどまらず、次世代に残さなけ

ればならない宝を失うことにもなりかねません。検討の場で事業を継続・推進する発言は県民

の願いを裏切るもので撤回してください。

岐阜県が作成・発行した『伝統的防災施設』を私たちは歓迎します。その内容が県政で具体

化、充実化されることを望みます。ダムや河口堰に頼る治水施策が甚大な環境破壊を引き起こ

した事例は枚挙にいとまがありません。本体工事が始まった内ヶ谷ダム建設事業ですが、先人

の知恵を借りてもう一度再検討すべきだと考えます。

以上の趣旨から下記の要請事項に回答されるようお願いいたします。



記

１．「検討の場」において本事業による長良川の環境悪化の危惧を表明し、事業の継続・推進

の発言をやめること。

２．長良川河口堰開門調査を検討すること。

３．ダムによらない伝統的防災施設施策の充実をはかり、内ヶ谷ダム建設事業の再検討を行う

こと。

以上。


